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研究開発研究開発

高度コンテンツ創造流通

• ユーザの多様なニーズ

高度コンテンツ創造流通

ユ ザの多様なニ ズ
の容易な検索と提示を

• ユーザ誘導に基づく一
ンテンツサーバの安定ンテンツサーバの安定

ユーザのニーズに合致したユ ザのニ ズに合致した

１．誰もが自在にコンテン
２ 情報の信頼を確保しつ２．情報の信頼を確保しつ

発の目的発 目

通のための基盤技術確立

ズに合致したコンテンツ

通のための基盤技術確立

ズに合致したコンテンツ
を可能にする

一極集中の回避によるコ
定運用を支える定運用を支える

た誘導とその評価が必要た誘導とその評価が必要

ンツを探し出せる環境
つつ使える環境
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つつ使える環境



• 研究開発の目的のイメー

不安定な
コミュニティ

システ
コミュニティ

大勢に同調し
がちなユーザ

利用停止
満足度低

入場停止

望ましい

ユ ザ制限

需給バランスの崩

ユーザ入場制限

需給バランスの崩
れた不安定状態

多様な嗜好を持つユ ザを

順
路

多様な嗜好を持つユーザを
満足させるコミュニティとは？

利用制
満足度低

本発表ではユーザ誘導

ージ

満足できるコミュニティテム障害

需給バランスの確保止による
低下

シ
ス

止

ス
テ
ム
障

い解決

ザ制御
×

障
害
の
事
前ザ制御 前
警
報入場制限

システムダウンのない安定的

ニーズにあったユーザ誘導

システムダウンのない安定的
運用のための警報システム

限による
低下
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導にかかる成果を紹介

ユーザの誘導にザの誘導に

• 情報氾濫の昨今 ユ• 情報氾濫の昨今、ユー
合致したコンテンツと結
問題（高度コンテンツ創

トごとに異なる嗜好に• ヒトごとに異なる嗜好に
推薦」を行う協調フィル推薦」を行う協調フィル

⇒通販サイト・アマゾ

• 情報コンテンツが多種
「個人好みの推薦」 機「個人好みの推薦」 機
必要かつ期待されてい必要か 期待されてい

関する研究背景関する研究背景

ザをいかにして嗜好にーザをいかにして嗜好に
結び付けるか、が大きな
創造流通への課題）。

に合致した「個人好みに合致した「個人好みの
ルタリング。ルタリング。

ンなどで実用化。

種・大量・多様化する中で、
機構のより広範な普及が機構のより広範な普及が
いる。

4

いる。



情報フィルタリング
•通販サイト・アマゾンのおすす

履歴から

個人好み
推薦の推薦

ユーザ満足度の向上

グとe-commerce
すめモデル
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＆ 購買機会の向上

協調フィルタリングシステ協調フィルタリングシ テ

膨大な量の情報から利用者膨大な量の情報から利用者

データ行列中の未評価値，す

•評価値行列・・・アイテムに対

囲碁 将棋囲碁 将棋

太郎 5

花子 2花子 2 5

雄三 2

純一 5 1

（１）全ユーザと類似度算出
（２）似たユーザを重視した平均

疑似的なくちコ

テムテ

にあった情報を推薦する技術にあった情報を推薦する技術

すなわち欠測値を推定する

対するユーザの評価値

園芸 テニス園芸 テニス

5 4

3
欠測要素

3

1 2

欠測要素

予測値が大きけ
5 れば推薦する

均化
友達の探索
友達の意見の参照
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コミの再現



従来技術従来技術

既に実用化されているも
マゾンによる「おすすめモ

大量の履歴デ タを保大量の履歴データを保

推薦探索に大規模な推薦探索に大規模な

個人履歴の保持によ

高性能・高コストな

という問題があり、安価で
スとして普及するまでにはスとして普及するまでには

の問題点の問題点

ものには、通販サイト・ア
モデル」等があるが、

保持する必要保持する必要

な計算時間が必要な計算時間が必要

よる情報セキュリティ

な専用サーバが必要

で利便性の高いサービ
は至っていない
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は至っていない。

共クラスター構
協調 タリ協調フィルタリン

ザ グ• ユーザとアイテムのグ

共クラスター構造とし

構造推定による
グ デ の開発グモデルの開発

プループ化による推薦

ユーザ・

アイテムの
対を推定対を推定
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して情報を圧縮・利用



認知科学の知見を取り入れれたクラスタリングモデル

•いくつかのグループに分割
することで，グラフ構造（自
己の認知体系）が均衡化己の認知体系）が均衡化

購買履歴のような0 1型の•購買履歴のような0-1型の

データ（０が負の関係と、関
係性未知の両方を含む）
の取り扱いに有利取り扱 有利

（例）購買の有無

⎨
⎧=ijs

（例）購買の有無

１：正の関係
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⎩
⎨=ijs

０：負の関係or未知

新規技術における計算ア

関係性行列 S={sij}
(1) 関係性行列からの固有値の算

関係性行列 S {sij}

最大

u-1 … u-n i-1 … i-m

u-1 0 … 0 1 … 1
最大
固有
の算

： ： … ： ： … ：

u-n 0 … 0 1 … 0

i 1 1 1 0 0 算
（べ
ヤコ

i-1 1 … 1 0 … 0

： ： … ： ： … ：

i-m 1 … 0 0 … 0

グループに割り当て済みのユーザを排

(2) 関係性行列からの抽出済みの近

グル プに割り当て済みのユ ザを排
るため，関係性行列の対角要素を変形

⎪
⎨
⎧−= ∑ −

がユーザの場合iw
ks

k

t tit1

1 1

1

2β

⎪⎩
⎨ −= ∑ =

がアイテムの場合i
ks t tit

ii

0
1 1

β

重みβは，グループの塊度合いから決

(1)へ戻り，次の近傍（ｋ+1番）を探

β

アルゴリズム

固有ベクトル w ={w }
算出

大固有値と

固有ベクトル wk={wki}
Wki

u-1 0.8 閾値より値が
大き ザ大固有値と

有ベクトル
算出

： ：

u-n 0.2

i 1 0 7

大きいユーザ
とアイテムを
第k番目の近算

き乗法，
コビ法など）

i-1 0.7

： ：

i-m 0.3

第k番目の近

傍としてグ
ループ化

排除す

ル プ化

近傍を削除
u-1 … u-n i-1 … i-m排除す

形する． u-1 sii … 0 1 … 1

： ： … ： ： … ：

0 1 0u-n 0 … sii 1 … 0

i-1 1 … 1 sii … 0

： ： … ： ： … ：

合

決める
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i-m 1 … 0 0 … sii探索



推薦性能について

•購買履歴データ （モニタ調査

世帯数：９９６世帯
製品数：１８種類（各製品を製品数 種類（各製品を

半分をテスト世帯とし、購

•推薦性能（ＲＯＣ感度）の比較

製品 ピ パ プ

ＲＯＣ感度：推薦性能の総合

製品 ピアノ パソコン ワープ

従来法 0.577 0.580 0.52

新技術 0.644 0.647 0.54

改善率(%) 11.6 11.6 3.0

最大１４％（平均５．４％）の精

ての検証実験結果

査による実世界のデータ）

を所有しているか否か）を所有しているか否か）

購買の有無を予測

較

プ オ ブ 珈琲メ カ

的指標．大きいほど良い．

プロ ＶＤ オーブン 珈琲メーカ

28 0.600 0.569 0.515 

44 0.547 0.575 0.587 

0 -8.8 1.1 14.0
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精度改善 ⇒ 0-1型履歴に強い

新技術

• データ保持コストの軽減

グループ構造の情報のみ

メ リ 所要量が少な⇒メモリの所要量が少な

• 計算量の軽減計算量の軽減

所属グループを探索するの

⇒計算CPUにかかる負担

情報の匿名化によるセ• 情報の匿名化によるセ

多数のユーザをグループ化多数のユ ザをグル プ化

⇒履歴情報から個人が特

クラウドサーバなどの外部

術の利点

減

みを保持して推薦

なない

のみなので、計算負荷が小

担が少ない

セキ リティ向上セキュリティ向上

化 ⇒ 匿名性の高い情報管理化 ⇒ 匿名性の高い情報管理

特定される危険を回避
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部ソースの利用に最適



開発システムの

自社運営の情報サーバ 履

メインサーバ 推

共クラスター抽出部共クラスタ 抽出部

履歴データ履歴デ タ
蓄積部

匿個人情報を管理

の構成図（例）

ユーザ端末 推薦を提示

履歴を入力

推薦サーバ 安
価

履歴入力部

価
な
外（

サ

推薦提示部

外
部
（
ク

サ
ー
ビ
ス

ク
ラ
ウ
ド

ス
ア
プ

ユーザの
所属算出部

ド
）
サ
ー

プ
リ
）
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ー
バ匿名化データのみを保持

デモシステム・旅行先おす

http://www cs osakafu
（２）おすすめ提示

http://www.cs.osakafu
Ｇｏｏｇｌｅ や Ｙａｈｏｏ にて「ワム

すすめ「ワムトラ」の紹介

（１）観光地を評価（１）観光地を評価

u ac jp/hi/honda/tool/
14

-u.ac.jp/hi/honda/tool/
ムトラ」と検索ください



おすすめシステム構築ツ

自分のwebページ上に、誰
システムを構築できるJAVシステムを構築できるJAV

（１）履歴データを準備
ユーザ

ID
寿司 天ぷら そば 味噌汁

1 5 4

ツ
ー1 5 4

2 3 5
3 2 5

4 4 2 3

ー
ル
を
サ5 5 5 1

6 1 4 5
7 1 2

サ
ー
バ

8 3 4
9 1 3 5

10 5 5
11 2 4

に
コ
ピ

http://www cs osakafu

11 2 4

12 4 1 3

ピ
ー

http://www.cs.osakafu
「おすすめシステム ワムナビ

ツール・「ワムナビ」の紹介

誰でも簡単に、おすすめ
VAアプレットVAアプレット

（２）自分のwebページに
おすすめシステム！おすすめシステム！

u-u ac jp/hi/honda/tool/
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u u.ac.jp/hi/honda/tool/
ビ」と検索ください

想定される活定 活
• ＩＴインフラ（サービス）提

インターネットプロバイダ，

⇒ハードウェアの提供に⇒ハードウェアの提供に

提供サービスの付加

発信 提供業• コンテンツ発信・提供業

ケーブルＴＶ オンデマンドケ ブルＴＶ，オンデマンド

⇒顧客の利便性に貢献

提供コンテンツの“質

活用の形態活用
提供業

クラウドサービス会社

にソリューションを付加にソリューションを付加

価値の向上

業（ イ 利用者）業（ＩＴインフラ利用者）

ド配信 非営利ユーザ（観光協会）ド配信，非営利ユ ザ（観光協会）

，コンテンツ配信機会の増加

質”と利便性の向上

16



• 各種のサービスコンテン各種のサ ビスコンテン

・ネット通販での商品推薦

（広告提示）

販売機会の向上販売機会の向上

特許検索の支援インタフ・特許検索の支援インタフェー

（関連性の自動検索）

ユーザ利便性の向上

・携帯型ナビゲーションシステ

（掘出し物への自動誘導）

ザ満足度の向上ユーザ満足度の向上

ンツへの組み込みンツへの組み込み
あなたへの
おすすめはおすすめは
・・・

スース

テム
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まと

• 高度コンテンツ創造流
して、誰もが自在に好
きる協調フィルタリングきる協調フィルタリング
した。

• 情報セキュリティ（情報
常に保証する機能の開常に保証する機能の開

k-匿名性の保証k 匿名性の保証

少なくともk人の履歴情報
のグル プ情報にまと一のグループ情報にまと

⇒履歴から個人が特定不

とめ

流通を支える基盤技術と
みのコンテンツを探索で

グのアルゴリズムを開発グのアルゴリズムを開発

報の匿名化）のレベルを
開発が課題である開発が課題である。

報を単
とめるとめる
不能 縮約
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縮約


